
円
地
文
子
『
女
坂
』
と
プ
ラ
ン
グ
文
庫

初
出
誌
の
書
誌
的
考
察

　
　
　
　
は
じ
め
に

円
地
文
子
の
代
表
作
に
、
後
に
「
野
間
文
芸
賞
」
を
受
賞
す
る
、
八
篇
か
ら

成
る
小
説
『
女
坂
』
が
あ
る
。
こ
の
『
女
坂
』
は
『
円
地
文
子
全
知
』
に
初
出

誌
が
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
最
初
の
部
分
が
「
紫
陽
花
（
の
ち
「
初

花
ビ
」
と
い
う
題
で
『
小
説
山
脈
』
第
二
集
（
昭
和
二
十
四
年
十
▽
月
）
に
掲

載
さ
れ
、
完
結
後
、
昭
和
三
十
二
年
三
月
五
日
に
「
あ
と
が
き
」
を
付
け
て
角

川
小
説
新
書
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

円
地
自
身
の
記
憶
違
い
と
思
わ
れ
る
記
述
な
ど
も
あ
り
、
連
載
に
つ
い
て
曖
昧

な
部
分
も
あ
る
。
ま
た
、
初
出
誌
に
つ
い
て
も
、
各
種
目
録
、
年
鑑
な
ど
に
拠

っ
て
も
そ
の
所
在
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
円
地
の
主
要
著
書
一
覧
に
つ
い
て
は

『
円
地
文
子
全
知
』
で
確
認
で
き
る
が
、
初
出
一
覧
の
よ
う
な
目
録
は
存
在
せ

ず
、
初
出
誌
を
総
覧
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
円
地
文
子
『
女
坂
』
と
プ
ラ
ン
グ
文
庫

吉
　
　
野
　
　
貴
　
　
庸

　
本
稿
で
は
、
『
女
坂
』
の
最
初
の
部
分
に
つ
い
て
書
誌
的
に
考
察
す
る
こ
と

で
初
出
誌
を
確
証
し
て
み
た
い
。

『
女
坂
』
の
連
載

　
『
女
坂
』
は
、
『
小
説
山
脈
』
第
二
集
に
掲
載
さ
れ
た
「
紫
陽
花
」
（
の
ち

「
初
花
ビ
で
書
き
始
め
ら
れ
、
そ
の
後
舞
台
を
『
小
説
新
潮
』
に
移
し
、
連
載

さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
『
女
坂
』
の
完
結
章
で
あ
る
『
別
冊
小
説
新
参
』

第
十
一
巻
第
二
号
に
掲
載
の
「
女
坂
」
に
付
記
さ
れ
た
「
追
記
」
に
は
次
の
よ

う
に
あ
る
。

　
　
　
こ
の
小
説
は
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
の
本
誌
に
「
初
花
暦
」
の
題
で
最

　
　
初
の
部
分
を
書
き
初
め
て
か
ら
「
彩
婢
抄
」
「
二
十
六
夜
の
月
」
「
紫
手

　
　
絡
」
「
青
梅
抄
」
「
異
母
妹
」
と
六
篇
を
連
作
と
し
て
発
表
し
て
来
た
最
後

の
一
篇
で
九
。
（
以
下
略
）

六
七
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こ
こ
で
は
『
女
坂
』
が
連
載
さ
れ
た
雑
誌
は
、
ば
し
め
か
ら
『
小
説
新
潮
』

で
あ
り
、
『
女
坂
』
の
は
じ
め
は
、
昭
和
二
十
七
年
十
▽
月
の
「
初
花
暦
」
で
、

八
篇
で
は
な
く
、
七
篇
か
ら
成
る
小
説
と
さ
れ
て
い
る
。

　
円
地
は
、
「
私
は
、
後
に
私
の
代
表
作
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
『
女
坂
』
と
い

う
小
説
の
初
め
の
方
を
『
小
説
新
潮
』
に
書
き
始
め
旭
。
」
、
「
高
見
さ
ん
は
私

が
『
女
坂
』
の
最
初
の
部
分
を
『
小
説
新
潮
』
に
は
じ
め
て
書
い
た
時
、
大
変

ほ
め
て
下
さ
っ
旭
。
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
円
地
の
記

憶
違
い
な
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
『
女
坂
』
は
、
は
じ
め
か
ら
『
小
説
新
潮
』

に
連
載
さ
れ
た
小
説
で
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
女
坂
」
も
結
局
連
作
な
ん
で
す
け
ど
、
意
図
し
て
そ
う
な
っ
た
わ
け

　
　
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
あ
の
当
時
、
原
稿
を
そ
う
そ
う
買
っ
て
く
れ
な
い
も

　
　
ん
で
す
か
ら
、
初
め
一
つ
書
い
て
、
次
に
頼
ま
れ
た
時
に
、
あ
れ
の
続
き

　
　
を
書
い
て
い
い
か
し
ら
と
い
う
と
、
結
構
で
す
よ
と
言
わ
れ
て
、
私
の
は

　
　
う
も
気
兼
ね
し
な
が
ら
書
い
た
ん
で
す
よ
、
い
つ
牡
。

　
連
続
的
に
掲
載
さ
れ
た
雑
誌
と
い
う
こ
と
で
、
『
小
説
新
潮
』
を
指
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
作
家
毎
に
作
品
の
初
出
誌
が
記
載
さ
れ
て
い
る
『
文
芸
雑
誌
小
説
初
出
総

‰
』
を
見
て
み
る
と
、
『
小
説
山
脈
』
が
収
録
対
象
誌
で
は
な
か
っ
た
た
め
か

も
し
れ
な
い
が
、
「
紫
陽
花
」
の
記
載
は
な
く
、
『
女
坂
』
の
記
載
も
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

「
紫
陽
花
」
以
外
の
各
章
と
な
る
作
品
は
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
連
作
の

小
説
で
は
無
い
よ
う
に
記
載
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
『
女
坂
』
の
初
出
と
は
わ
か
ら

な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
『
女
坂
』
は
七
篇
か
ら
成
る
小
説
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
も
で

き
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
で
、
円
地
自
身
、
八
篇
か
ら
成
る
小
説
で
あ

る
こ
と
を
示
唆
す
る
内
容
も
も
ち
ろ
ん
述
べ
て
い
る
。

　
円
地
の
私
小
説
「
半
世
紀
」
に
、
「
前
後
八
年
の
年
月
を
か
け
て
、
八
篇
の

短
篇
か
ら
成
る
長
篇
小
説
は
完
成
し
旭
」
と
あ
る
。
ま
た
、
随
筆
「
『
女
坂
』

の
舞
台
」
で
、
「
書
上
げ
る
ま
で
に
は
前
後
八
年
ぐ
ら
い
の
年
月
が
か
か
っ
て

い
仙
。
」
と
述
べ
、
昭
和
二
十
四
年
か
ら
書
き
始
め
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
「
半
世
紀
」
に
、
次
の
よ
う
に
も
書
い
て
い
る
。

　
　
　
宗
子
は
、
ど
こ
か
ら
依
頼
さ
れ
た
の
で
も
な
い
の
に
、
ペ
ン
を
握
っ
て

　
　
琴
が
夫
の
命
を
受
け
て
、
妾
に
す
る
よ
う
な
娘
を
探
す
た
め
に
、
東
北
の

　
　
勤
め
先
か
ら
東
京
へ
出
て
来
る
件
を
ま
ず
五
十
枚
ば
か
り
の
小
説
に
書
上

げ
て
見
仏
゜

「
『
女
坂
』
の
舞
台
」
で
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
地
方
官
吏
の
妻
で
あ
る
女
主
人
公
が
、
夫
に
命
じ
ら
れ
て
、
家
に
入
れ

　
る
妾
を
選
ぶ
た
め
に
上
京
し
て
来
る
の
が
こ
の
小
説
の
発
端
で
あ
る
が
、

　
そ
の
後
、
ま
だ
少
女
と
い
っ
て
い
い
年
ご
ろ
の
娘
を
連
れ
て
、
東
北
の
任

　
地
へ
帰
っ
て
行
伺
。



　
こ
れ
ら
で
は
じ
め
の
部
分
と
述
べ
て

「
紫
陽
花
」
の
内
容
で
あ
る
。

い
る
内
容
は
、
「
初
花
暦
」
で

は
な
く

円
地
は
、
「
戦
後
、
二
十
三
、
四
年
ご
ろ
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
改
め
て
書
い

て
み
た
い
と
思
っ
た
わ
け
で
す
」
と
述
べ
、
「
本
当
に
書
き
始
め
た
の
は
、
昭

和
二
十
四
年
く
ら
い
か
ら
で
す
仏
。
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
「
半
世
紀
」

て
み
た
い
と
思
っ
た
わ
け
で
ぬ

に
、
「
琴
の
生
涯
を
主
題
に
し
た
可
成
り
長
い
小
説
を
あ
ら
た
め
て
、
書
き
け

じ
め
よ
う
と
宗
子
が
思
い
立
っ
た
の
は
、
終
戦
か
ら
三
、
四
年
を
経
た
後
で
あ

っ
加
。
」
と
書
い
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
を
読
む
と
、
『
女
坂
』
は
、
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
の
「
初
花
暦
」

か
ら
始
ま
る
七
篇
の
小
説
で
は
な
く
、
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
の
「
紫
陽
花
」

か
ら
始
ま
る
八
篇
の
小
説
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

雑
誌
『
小
説
山
脈
』

　
久
保
田
正
文
は
、
「
長
篇
『
女
坂
』
は
昭
和
二
七
年
一
一
月
か
ら
、
三
二
年

一
月
ま
で
に
わ
た
っ
て
『
青
い
葡
萄
』
以
下
が
『
小
説
新
潮
』
、
同
別
冊
に
発

表
さ
れ
た
。
『
初
花
』
の
章
は
、
『
紫
陽
花
』
と
い
う
題
で
二
四
年
一
一
月
の

『
小
説
山
脈
』
に
発
表
さ
れ
加
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
板
垣
直
子
も
、

「
河
盛
好
蔵
の
好
意
で
、
け
じ
め
『
新
潮
』
に
も
ち
こ
ん
だ
作
品
の
『
光
明
皇

后
の
絵
』
は
、
『
新
潮
』
か
ら
拒
絶
さ
れ
た
が
、
『
小
説
新
潮
』
が
掲
載
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
の
八
月
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
あ
と
、
『
小
説
新
潮
』
は
終

　
　
　
　
　
円
地
文
子
『
女
坂
』
と
プ
ラ
ン
グ
文
庫

始
文
子
に
短
篇
を
か
か
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
子
の
文
壇
的
な
代
表
作
と
な

っ
た
『
女
坂
』
は
、
二
十
七
年
十
▽
月
『
初
花
暦
』
以
後
殆
ど
全
部
と
い
っ
て

よ
い
位
、
そ
の
後
『
小
説
新
潮
』
に
、
そ
の
都
度
変
わ
っ
た
表
題
で
の
る
の
で

あ
る
。
そ
の
第
一
回
目
は
、
実
は
二
十
四
年
（
四
十
四
歳
）
の
十
一
月
に
、

『
紫
陽
花
』
と
い
う
題
で
、
『
小
説
山
脈
』
に
の
っ
加
。
」
と
述
べ
、
和
田
芳
恵

は
、
「
昭
和
二
十
四
年
、
『
小
説
山
脈
』
の
十
一
月
号
に
、
『
女
坂
』
第
一
章
の

Ｔ
に
当
た
る
『
紫
陽
花
』
を
発
表
し
た
。
『
小
説
山
脈
』
は
小
島
政
二
郎
が
名

づ
け
親
で
、
新
興
の
出
版
社
か
ら
出
て
い
た
大
衆
雑
誌
で
あ
ふ
。
」
と
述
べ
て

い
る
。

　
こ
の
『
小
説
山
脈
』
に
つ
い
て
、
『
学
術
雑
誌
総
合
目
‰
』
、
『
大
宅
壮
一
文

庫
索
引
目
録
　
新
訂
第
２
知
』
な
ど
に
記
載
が
な
く
、
所
蔵
を
確
認
で
き
な
い
。

『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
　
国
内
逐
次
刊
行
物
目
録
　
平
成
９
年
末
現
在
　
中

巻
』
に
よ
る
と
、
「
小
説
山
脈
　
東
方
社
　
１
集
（
昭
2
4
・
牡
）
」
と
あ
り
、
第

一
集
は
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
。
ま
た
、
戦
後
出
版
史
研
究
家
で
あ
る

福
島
鋳
朗
が
戦
後
雑
誌
研
究
の
た
め
に
収
集
し
た
約
六
千
誌
を
収
録
す
る
『
福

島
鋳
朗
所
蔵
占
領
期
雑
誌
目
‰
』
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
に
も
第
一
集
に
つ
い
て

は
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
『
全
日
本
出
版
物
総
目
録
　
昭
和
二
十

五
年
版
　
国
立
国
会
図
書
館
受
入
整
理
部
編
』
に
は
、
「
小
説
山
脈
　
東
方
社

Ｂ
５
　
１
～
２
月
号
　
6
0
円
（
以
後
廃
大
）
」
と
あ
り
（
小
説
新
潮
に
つ
い
て

は
次
の
通
り
。
「
小
説
新
潮
　
新
潮
社
　
Ａ
５
　
４
、
１
～
1
3
　
8
5
円
ビ
、
『
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



　
　
　
　
　
円
地
文
子
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と
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文
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説
山
脈
』
は
、
昭
和
二
十
五
年
二
月
ま
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

昭
和
二
十
四
年
版
に
『
小
説
山
脈
』
の
記
載
は
無
い
。
『
出
版
年
鑑
　
▽
几
五

べ
４
０

Ｌ
ｖ

七
〇

『
小
説
山
脈
』
第
二
集
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
四
年
九
月
十
三
日
の
『
読

一
年
版
』
に
も
、
「
小
説
山
脈
　
Ｉ
　
Ｂ
５
　
６
０
　
東
方
似
」
と
あ
り
『
１
は
　
　
売
新
聞
』
工
手
十
四
日
の
『
毎
日
新
聞
』
１
面
に
発
売
広
告
が
掲
載
さ
れ
、

月
刊
と
い
う
意
味
を
表
す
）
、
昭
和
二
十
五
年
中
に
は
、
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
文
芸
作
品
の
初
出
誌
を
確
認
す
る
際
に
用
い
る
基
本
的
ツ
ー
ル

で
も
あ
る
『
文
芸
年
齢
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
昭
和
二
十
五
年
度
版
に
『
小
説

山
脈
』
の
記
載
は
無

―
○

し

　
『
小
説
山
脈
』
に
つ
い
て
、
冨
家
素
子
に
よ
る
と
、
「
紫
陽
花
」
と
い
う
題
で

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
は
覚
え
て
い
る
が
、
自
宅
に
雑
誌
は
な
く
、
心
当
た

り
・
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
仏
。
掲
載
誌
に
関
し
て
は
分
か
ら
な
い
が
、
「
紫

陽
花
」
と
い
う
題
で
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
『
小
説
山
脈
』

第
一
集
の
表
縦
に
、
「
小
島
政
二
郎
・
編
集
」
と
あ
り
、
ま
た
、
「
あ
と
が
き
」

に
も
、
「
小
島
政
二
郎
先
生
御
指
導
の
下
に
、
今
日
、
漸
く
『
小
説
山
脈
』
の

第
一
集
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（
以
下
略
）
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

小
島
政
二
郎
の
出
身
大
学
で
あ
る
慶
庖
義
塾
大
学
の
三
田
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
、
三
田
の
文
学
関
係
者
の
資
料
を
集
め
た
三
田
文
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
あ
る

が
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。
出
版
社
の
東
方
社
に
つ

い
て
は
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
に
創
立
さ
れ
、
昭
和
三
十
二
年
三
月
に
創
立
さ

れ
た
日
本
書
籍
出
版
協
会
に
、
協
会
創
立
と
同
時
に
入
会
し
て
い
る
が
、
こ
の

日
本
書
籍
出
版
協
会
で
も
『
小
説
山
脈
』
に
つ
い
て
は
全
く
把
握
さ
れ
て
い
な

そ
の
広
告
か
ら
「
紫
陽
花
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　
　
　
　
『
小
説
山
脈
』
と
『
小
説
新
潮
』

「
半
世
紀
」
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
そ
の
原
稿
は
、
そ
の
頃
一
時
月
刊
で
出
さ
れ
て
い
た
大
判
の
読
物
雑
誌

　
で
小
説
を
と
註
文
さ
れ
た
時
に
渡
し
て
、
掲
載
さ
れ
た
が
、
読
み
す
て
ら

　
れ
る
質
の
雑
誌
の
こ
と
で
、
読
ん
だ
と
い
う
人
の
声
も
聞
か
ぬ
ま
ま
に
時

が
経
っ
て
行
っ
仏
。

　
『
全
日
本
出
版
物
総
目
録
　
昭
和
二
十
五
年
版
』
に
も
あ
る
通
り
、
『
小
説
山

脈
』
は
Ｂ
５
版
、
『
小
説
新
潮
』
は
Ａ
５
版
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
雑
誌
の
大

き
さ
を
比
較
す
る
と
、
「
大
判
の
読
物
雑
誌
」
は
、
『
小
説
山
脈
』
を
指
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
「
そ
の
頃
一
時
月
刊
で
出
さ
れ
て
い
た
大
判
の
読
物
雑
誌
」

と
あ
る
、
「
一
時
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
も
、
『
小
説
山
脈
』
を
指
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　
角
川
小
説
新
書
の
「
あ
と
が
き
」
を
見
て
み
る
。

　
　
　
こ
の
作
品
の
最
初
の
部
分
を
雑
誌
に
掲
載
し
た
と
き
、
地
方
の
婦
人
読

　
　
者
か
ら
手
紙
を
貰
っ
て
、
作
者
は
ど
う
し
て
倫
と
い
ふ
女
主
人
公
を
こ
う



残
酷
に
苛
め
ぬ
く
の
か
、
読
む
に
耐
へ
な
い
か
ら
や
め
て
貰
ひ
た
い
と
抗

議
さ
れ
た
。
私
は
そ
の
人
に
返
事
は
書
か
な
か
っ
た
が
、
最
後
の
部
分
ま

で
よ
み
通
し
て
く
れ
れ
ば
、
私
が
嗜
虐
性
の
興
味
で
こ
の
前
時
代
の
女
の

生
活
を
描
い
て
ゐ
る
の
で
な
い
こ
と
だ
け
は
解
っ
て
貰
へ
る
の
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
　
⑩

と
思
っ
た
。

　
「
半
世
紀
」
に
は
、
「
読
ん
だ
と
い
う
人
の
声
も
聞
か
ぬ
ま
ま
に
時
が
経
っ
て

行
っ
た
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
読
者
の
反
応
が
無
か
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る

が
、
角
川
小
説
新
書
の
「
あ
と
が
き
」
に
は
、
「
地
方
の
婦
人
読
者
か
ら
手
紙

を
貰
っ
て
」
「
抗
議
」
を
受
け
た
と
い
う
よ
う
に
、
読
者
の
反
応
が
あ
っ
た
こ

と
を
記
し
て
い
る
。
「
半
世
紀
」
の
反
応
の
無
か
っ
た
雑
誌
を
『
小
説
山
脈
』

と
す
る
と
、
角
川
小
説
新
書
の
「
あ
と
が
き
」
に
あ
る
「
地
方
の
婦
人
読
者
」

の
読
ん
だ
雑
誌
は
、
『
小
説
新
潮
』
で
あ
り
、
「
女
坂
」
の
「
あ
と
が
き
」
の
通

り
、
「
初
花
暦
」
を
始
め
と
し
て
い
る
。
「
こ
の
作
品
の
最
初
の
部
分
を
雑
誌
に

掲
載
し
た
と
き
」
、
「
作
者
は
ど
う
し
て
倫
と
い
う
女
主
人
公
を
こ
う
残
酷
に
苛

め
ぬ
く
の
か
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
、
「
最
初
の
部
分
」
に
は
、
「
倫
」
へ
の
「
苛

め
」
が
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
「
最
初
の
部
分
」
が
、

「
紫
陽
花
」
の
内
容
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
こ
に
は
、
「
倫
」
へ
の
「
残
酷
」
な

「
苛
め
」
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
「
初
花
暦
」
の
内
容
に
な
る
。

　
冨
家
は
「
『
女
坂
』
異
聞
」
で
、
「
昭
和
二
十
四
年
頃
か
ら
、
後
に
『
女
坂
』

の
一
部
と
な
る
短
編
を
雑
誌
に
書
き
始
め
仏
」
と
書
い
て
い
る
。
「
紫
陽
花
」

円
地
文
子
『
女
坂
』
と
プ
ラ
ン
グ
文
庫

の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
「
後
に
」
と
い
う
の
は
、
角
川

小
説
新
書
を
刊
行
す
る
時
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
円
地
が
『
女
坂
』
を
、

『
小
説
新
潮
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
初
花
暦
」
か
ら
始
ま
る
小
説
と
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
女
坂
』
の
は
じ
ま
り

　
『
小
説
山
脈
』
第
一
集
の
表
紙
に
、
「
大
家
力
作
読
切
小
説
集
」
と
あ
る
よ
う

ぬ
、
「
紫
陽
花
」
も
読
切
小
説
と
し
て
第
二
集
に
掲
載
さ
れ
、
円
地
は
連
作
の

小
説
を
書
こ
う
と
せ
ず
、
「
紫
陽
花
」
は
、
『
女
坂
』
の
一
篇
を
成
す
小
説
と
し

て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
終
戦
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
家
が
焼
け
た
時
、
私
は
自
分
か
本
当
に
裸
一
貫
に
な
っ
た
と
い
う
感
じ

　
　
が
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
私
に
失
望
を
与
え
る
よ
り
も
自
分
の
裸
一
貫
を

　
　
は
っ
き
り
知
っ
た
こ
と
で
、
一
種
の
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
よ
う
に
思
う
。

　
　
そ
れ
か
ら
二
、
三
年
は
、
情
け
な
い
売
り
食
い
の
生
活
が
続
い
た
。
た
だ

　
　
そ
の
時
私
を
助
け
て
く
れ
た
の
は
、
少
女
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
当
時

　
　
流
行
し
て
い
て
、
粗
悪
な
仙
花
紙
に
二
、
三
百
枚
の
少
女
向
き
の
小
説
を

　
　
書
き
飛
ば
す
と
、
そ
れ
が
結
構
売
れ
た
の
で
あ
る
。
私
は
終
戦
後
五
、
六

　
　
年
の
間
そ
れ
を
書
く
こ
と
で
生
活
し
た
と
い
っ
て
ぃ
づ
。

　
円
地
は
、
終
戦
か
ら
四
年
後
の
昭
和
二
十
四
年
に
発
表
さ
れ
た
「
紫
陽
花
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二



円
地
文
子
『
女
坂
』
と
プ
ラ
ン
グ
文
庫

七
二

に
は
、
そ
れ
ほ
ど
力
を
入
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
「
そ
れ
に
専
念
し
　
　
花
」
の
内
容
を
加
え
九
八
篇
か
ら
成
る
小
説
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

て
七
年
か
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。
ほ
か
の
も
ぼ
つ
ぼ
つ
書
い
て
い
て

本
当
に
ま
と
ま
っ
た
の
は
昭
和
三
十
一
年
の
暮
れ
だ
っ
た
か
し
ら
。
」
と
も
述

べ
て
い
る
。
「
紫
陽
花
」
に
限
ら
ず
、
そ
れ
以
後
も
『
女
坂
』
と
平
行
し
て
他

の
作
品
を
書
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
「
初
花
暦
」
が
、
終
戦
か
ら
七
年
後

に
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
、
ほ
ぼ
一
定
の
間
隔
で
そ
の
続
き
が
発
表
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
「
紫
陽
花
」
だ
け
が
、
「
初
花
暦
」
の
前
に
間
隔
を
あ
け
て
、
「
少

女
小
説
」
を
書
い
て
い
る
間
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
「
『
女
坂
』
の
舞
台
」
、
「
半
世
紀
」
は
、
昭
和
三
十
二
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た

角
川
小
説
新
書
の
『
女
坂
』
の
後
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
『
女
坂
』
の
掲
載

雑
誌
に
関
し
て
、
「
主
に
『
小
説
新
潮
』
だ
っ
た
ん
で
す
け
総
」
と
自
身
も
述

べ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
角
川
小
説
新
書
の
刊
行
が
あ
っ
て
述
べ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
円
地
は
、
角
川
小
説
新
書
に
ま
と
め
る
際
、
『
小

説
新
潮
』
に
掲
載
し
始
め
た
「
初
花
暦
」
の
前
に
発
表
し
た
『
小
説
山
脈
』
の

「
紫
陽
花
」
を
『
女
坂
』
の
第
一
篇
と
し
、
「
『
女
坂
』
の
舞
台
」
、
「
半
世
紀
」

等
で
、
先
に
記
し
た
よ
う
に
書
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ

う
か
。
以
上
の
よ
う
な
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
円
地
の
記
憶
違
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
『
別
冊
小
説
新
潮
』
第
十
一
巻
第
二
号
の
「
女
坂
」
の
「
追
記
」
で
書
い

て
い
る
よ
う
に
、
『
女
坂
』
は
当
初
、
「
初
花
暦
」
か
ら
始
ま
る
小
説
で
、
「
紫

陽
花
」
は
別
作
品
で
あ
り
、
角
川
小
説
新
書
に
ま
と
め
ら
れ
る
際
に
「
紫
陽

検
閲
と
プ
ラ
ン
グ
文
庫

　
「
紫
陽
花
」
の
書
か
れ
た
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
は
、
連
合
国
軍
最
高
司
令

官
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
）
の
検
閲
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
昭
和
二

十
年
九
月
十
九
日
に
「
日
本
出
版
法
」
が
発
布
さ
れ
、
新
聞
、
雑
誌
、
図
書
な

ど
あ
ら
ゆ
る
出
版
物
は
事
前
検
閲
を
受
け
る
た
め
、
参
謀
第
Ｈ
部
（
Ｇ
Ｈ
）
に

属
す
る
民
間
検
閲
局
（
Ｃ
Ｃ
Ｄ
）
に
提
出
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
二
年
十
二
月
十

五
日
に
は
、
一
部
の
雑
誌
を
除
い
申
事
後
検
閲
に
移
行
し
、
昭
和
二
十
四
年

十
月
三
十
一
日
に
す
べ
て
の
検
閲
制
度
は
終
了
し
た
。

　
参
謀
第
Ｈ
部
の
歴
史
部
で
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
戦
史
室
の
室
長
と
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ

に
勤
め
て
い
た
メ
リ
上
フ
ン
ド
大
学
の
ゴ
ー
ド
ン
ー
ウ
ィ
リ
ア
ム
ー
プ
ラ
ン
グ

（
一
九
一
〇
－
▽
几
八
〇
）
は
、
検
閲
の
た
め
に
集
め
ら
れ
た
資
料
群
の
歴
史

的
価
値
に
注
目
し
、
検
閲
制
度
が
終
了
し
、
Ｃ
Ｃ
Ｄ
部
門
が
閉
鎖
さ
れ
る
際
に
、

メ
リ
上
フ
ン
ド
大
学
に
移
管
す
る
こ
と
を
熱
望
し
た
。
プ
ラ
ン
グ
は
Ｇ
Ｈ
部
長

の
ウ
ィ
ロ
ビ
ー
ら
を
説
得
し
、
こ
れ
ら
資
料
群
は
メ
リ
上
フ
ン
ド
大
学
カ
レ
ッ

ジ
ー
パ
ー
ク
校
マ
ッ
ケ
ル
デ
ィ
ン
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭

和
二
十
四
年
か
ら
翌
二
十
六
年
に
か
け
て
木
箱
約
五
百
箱
に
入
れ
ら
れ
太
平
洋

を
渡
り
、
昭
和
三
十
七
年
か
ら
整
理
さ
れ
始
め
、
昭
和
五
十
四
年
五
月
六
日
に

正
式
に
「
ゴ
ー
ド
ン
　
Ｗ
・
プ
ラ
ン
グ
文
聡
」
と
な
り
、
平
成
二
十
年
一
月
よ



り
同
大
学
の
ホ
ー
ン
ペ
イ
ク
図
書
館
に
移
転
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
資
料
群
は
紙
質
が
悪
か
っ
た
た
め
劣
化
が
激
し
く
、
マ
イ
ク
ロ
化
が

急
務
と
さ
れ
た
。
平
成
四
年
に
、
国
立
国
会
図
書
館
の
助
成
に
よ
り
、
雑
誌
保

存
共
同
事
業
を
立
ち
上
げ
、
目
録
作
業
が
開
始
さ
れ
、
平
成
九
年
三
月
に
完
了

し
、
約
六
万
三
千
枚
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
が
誕
生
し
た
。

　
検
閲
処
分
を
受
け
た
記
事
の
雑
誌
タ
イ
ト
ル
や
巻
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る

『
占
領
軍
検
閲
雑
誌
目
録
・
解
ル
』
に
『
小
説
山
脈
』
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い

が
、
冊
子
体
目
録
で
あ
る
『
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
図
書
館
所
蔵
ゴ
ー
ド
ン
・

Ｗ
・
プ
ラ
ン
グ
文
庫
雑
誌
目
録
』
に
『
小
説
山
脈
』
の
記
載
が
あ
り
、
第
一
集

と
第
二
集
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
に
は
、
編
者
、
出
版
者
、

出
版
地
、
刊
行
頻
度
、
所
蔵
巻
次
年
月
次
、
出
版
部
数
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い

仙
。
こ
れ
ら
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
検
索
ツ
ー
ル
と
し
て
は
、
占
領
期
雑
誌
記

事
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
に
よ
り
、
平
成
十
三
年
の

Ｃ
Ｄ
-
Ｒ
Ｏ
】
く
［
版
を
経
て
、
平
成
十
四
年
十
⊇
ペ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
占
領

期
雑
誌
目
次
デ
ー
タ
ベ
ー
（
」
が
公
開
さ
れ
、
「
紫
陽
花
」
や
「
円
地
文
子
」
、

『
小
説
山
脈
』
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
検
索
す
る
と
「
紫
陽
花
」
を
検
索
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
「
紫
陽
花
」
に
は
副
題
と
し
て
「
妾
を
買
う
話
」
と
あ
悩
、
こ
こ
か
ら
も
読

切
小
説
と
し
て
、
他
の
七
篇
と
は
独
立
し
た
別
作
品
と
し
、
角
川
小
説
新
書
に

ま
と
め
る
際
に
『
女
坂
』
の
最
初
の
部
分
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
円
地
文
子
『
女
坂
』
と
プ
ラ
ン
グ
文
庫

　
　
　
　
お
わ
り
に

本
稿
で
の
『
女
坂
』
の
最
初
の
部
分
の
考
察
を
経
た
こ
と
に
よ
り
、
『
円
地

文
子
全
知
』
に
も
記
載
の
初
出
誌
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
確
証
を
得
た
。

　
『
女
坂
』
は
、
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
か
ら
昭
和
三
十
二
年
一
月
ま
で
、
『
小

説
山
脈
』
、
『
小
説
新
潮
』
、
『
別
冊
小
説
新
潮
』
に
八
回
に
わ
た
っ
て
断
続
的
に

掲
載
さ
れ
た
。

　
　
第
一
章
　
一
　
「
紫
陽
花
（
妾
を
買
う
話
）
」
（
の
ち
「
初
花
ビ
『
小
説
山

　
　
　
　
　
　
　
脈
』
第
二
集
　
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
　
東
方
社
　
三
一
頁

　
　
　
　
　
　
　
－
三
八
頁

　
　
　
　
　
　
二
　
「
初
花
暦
」
（
の
ち
「
青
い
葡
萄
ビ
『
小
説
新
潮
』
第
六
巻

　
　
　
　
　
　
　
第
十
四
号
　
昭
和
二
十
七
年
十
一
月
　
新
潮
社
　
一
〇
〇
頁

　
　
　
　
　
　
　
－
一
一
一
頁

　
　
　
　
　
　
三
　
「
彩
婢
抄
」
『
小
説
新
潮
』
第
七
巻
第
三
号
　
昭
和
二
十
八

　
　
　
　
　
　
　
年
二
月
　
新
潮
社
　
ヱ
（
○
頁
－
フ
七
二
頁

　
　
第
二
章
　
一
　
「
二
十
六
夜
の
月
」
『
小
説
新
潮
』
第
七
巻
第
十
四
号
　
昭

　
　
　
　
　
　
　
和
二
十
八
年
十
一
月
　
新
潮
社
　
一
四
〇
頁
－
一
五
〇
頁

　
　
　
　
　
　
二
　
「
紫
手
絡
」
『
小
説
新
潮
』
第
八
巻
第
五
号
　
昭
和
二
十
九

　
　
　
　
　
　
　
年
四
月
　
新
潮
社
　
一
〇
〇
頁
－
一
一
二
頁

　
　
　
　
　
　
三
　
「
青
梅
抄
」
『
小
説
新
潮
』
第
九
巻
第
九
号
　
昭
和
三
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



　
　
　
　
　
円
地
文
子
『
女
坂
』
と
プ
ラ
ン
グ
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
七
月
　
新
潮
社
　
六
〇
頁
－
七
二
頁

　
　
第
三
章
　
一
　
「
異
母
妹
」
『
小
説
新
潮
』
第
十
巻
第
十
三
号
　
昭
和
三
十

　
　
　
　
　
　
　
一
年
十
月
　
新
潮
社
　
一
六
二
頁
－
一
七
三
頁

　
　
　
　
　
　
二
　
「
女
坂
」
『
別
冊
小
説
新
潮
』
第
十
一
巻
第
二
号
　
昭
和
三

　
　
　
　
　
　
　
十
二
年
一
月
　
新
潮
社
　
一
七
二
頁
－
一
八
四
頁

　
完
結
後
、
昭
和
三
十
二
年
三
月
五
日
に
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
、
「
あ
と

が
き
」
を
付
け
て
角
川
小
説
新
書
の
一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　
　
第
一
章
　
初
花
　
青
い
葡
萄
　
彩
婢
抄

　
　
第
二
章
　
二
十
六
夜
の
月
　
紫
手
絡
　
青
梅
抄

　
　
第
三
章
　
異
母
妹
　
女
坂

　
そ
し
て
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
十
五
日
に
は
角
川
小
説
新
書
と
同
様
の
章
立

て
で
、
新
潮
文
庫
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

　
「
紫
陽
花
」
の
掲
載
さ
れ
た
『
小
説
山
脈
』
第
二
集
は
海
を
渡
っ
た
メ
リ
上
フ

ン
ド
大
学
の
プ
ラ
ン
グ
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
プ
ラ
ン
グ
文
庫
に
つ
い
て

は
、
国
内
で
は
国
立
国
会
図
書
館
や
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
マ

イ
ク
ロ
資
料
を
利
用
で
き
、
雑
誌
、
新
聞
に
つ
い
て
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

聞
に
発
売
広
告
も
掲
載
さ
れ
、
刊
行
後
に
検
閲
が
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、

こ
の
時
期
の
他
の
雑
誌
と
は
異
な
り
、
プ
ラ
ン
グ
文
庫
以
外
の
所
蔵
は
な
く
、

「
読
み
す
て
ら
れ
る
質
の
雑
誌
」
の
た
め
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
昭
和
二
十
四
年
四
月
の
第
二
集
に
つ
い
て
は
、
三
万
部
が
発
行
さ
れ
、
前
述

の
通
り
、
国
立
国
会
図
書
館
や
福
島
鋳
朗
の
元
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
づ

　
プ
ラ
ン
グ
文
庫
が
整
理
さ
れ
『
小
説
山
脈
』
第
二
集
の
所
在
も
明
ら
か
と
な

り
、
『
女
坂
』
の
は
じ
ま
り
と
な
る
「
紫
陽
花
」
の
内
容
も
確
認
で
き
仙
。
八

篇
か
ら
成
る
『
女
坂
』
と
し
て
、
「
紫
陽
花
」
と
「
初
花
」
の
本
文
異
同
や
改

題
な
ど
に
つ
い
て
は
別
稿
で
考
察
し
て
み
た
い
。

注①
　
郡
司
勝
義
「
〈
解
題
〉
女
坂
」
（
『
円
地
文
子
全
集
第
六
巻
』
所
収
　
昭
和
五
十
二

　
年
十
月
二
十
日
　
新
潮
社
　
四
二
七
頁
－
四
三
三
頁
）

②
　
郡
司
勝
義
「
主
要
著
書
一
覧
」
（
『
円
地
文
子
全
集
第
十
六
巻
』
所
収
　
昭
和
五
十

　
三
年
十
二
月
二
十
日
　
新
潮
社
　
四
〇
五
頁
－
四
三
七
頁
）

③
　
『
別
冊
小
説
新
潮
』
は
、
昭
和
三
十
五
年
九
月
以
前
は
『
小
説
新
潮
』
に
合
冊
。

　
『
小
説
新
潮
』
は
、
新
潮
社
よ
り
・
昭
和
二
十
二
年
九
月
に
第
一
巻
第
一
号
が
刊
行
さ

　
れ
、
現
在
に
至
る
。

ホ
ー
ム
ペ
上
ン
よ
り
検
索
が
可
能
で
、
複
写
物
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。
　
　
④
円
地
文
子
「
女
坂
」
（
『
別
冊
小
説
新
潮
』
第
十
一
巻
第
二
万
　
昭
和
三
十
二
年
一

　
『
小
説
山
脈
』
第
二
集
の
表
紙
を
見
る
と
、
昭
和
二
十
四
年
九
月
二
十
七
日

に
は
検
閲
を
受
け
、
五
万
部
が
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
仙
。
こ
の
時
期

は
事
後
検
閲
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和
二
十
四
年
九
月
十
三
日
、
十
四
日
に
は
新

　
月
　
新
潮
社
　
一
七
二
頁
－
一
八
四
頁
）

⑤
　
円
地
文
子
二
私
の
履
歴
書
〉
小
説
『
女
坂
し
（
『
日
本
経
済
新
聞
』
昭
和
五
十
八

　
年
六
月
十
一
日
　
2
4
面
）

⑥
　
円
地
文
子
「
回
想
の
男
友
達
５
　
尾
崎
一
雄
」
（
『
婦
人
公
論
』
第
五
十
九
巻
第
五



　
号
　
昭
和
四
十
九
年
五
月
　
中
央
公
論
社
　
二
Ｉ
八
頁
－
二
二
三
頁
）

⑦
　
〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉
現
代
文
学
と
こ
と
ば
・
４
「
円
地
文
子
」
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア

　
ー
・
中
村
明
（
『
言
語
生
活
』
４
月
号
　
‰
2
9
5
　
昭
和
五
十
一
年
四
月
　
筑
摩
書
房

　
七
四
頁
－
八
一
頁
）

⑧
　
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
『
文
芸
雑
誌
小
説
初
出
総
覧
1
9
4
5
－
1
9
8
0
』
（
平

　
成
十
七
年
七
月
二
十
五
日
　
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）
『
女
坂
』
の
最
終
章
で
あ
る

　
「
女
坂
」
の
初
出
誌
の
巻
号
が
誤
っ
て
い
る
。

⑨
　
円
地
文
子
「
半
世
紀
」
（
『
群
像
』
第
二
十
三
巻
第
六
号
　
昭
和
四
十
三
年
六
月

　
講
談
社
　
一
二
四
頁
－
一
五
二
頁
）
「
半
世
紀
」
は
、
『
女
坂
』
縁
起
と
も
言
う
べ
き

　
私
小
説
で
、
『
女
坂
』
の
倫
の
モ
デ
ル
が
、
母
方
の
祖
母
、
琴
で
あ
っ
た
と
打
ち
明

　
け
ら
れ
て
い
る
。
倫
＝
島
川
琴
、
宗
子
＝
円
地
文
子
。

⑩
　
円
地
文
子
「
『
女
坂
』
の
舞
台
」
（
『
円
地
文
子
全
集
第
十
六
巻
』
所
収
「
灯
を
恋

　
う
」
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
二
十
日
　
新
潮
社
　
六
一
頁
－
六
三
頁
）

⑥
　
注
⑤
に
同
じ

⑩
　
注
⑩
に
同
じ

⑩
　
注
言
に
同
じ

⑩
　
〈
イ
ン
タ
ビ
ュ
古
作
家
訪
問
２
「
円
地
文
子
氏
に
聞
く
　
ひ
と
り
の
女
の
生
き

　
方
」
聞
き
手
　
大
原
泰
恵
（
『
知
識
』
第
二
十
号
　
昭
和
五
十
五
年
十
月
　
秋
季
号

　
文
化
総
合
出
版
　
二
四
二
頁
－
二
五
三
頁
）

⑤
　
注
⑨
に
同
じ

⑩
　
久
保
田
正
文
「
解
説
」
（
新
選
現
代
日
本
文
学
全
集
1
7
『
円
地
文
子
集
』
所
収

　
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
十
五
日
　
筑
摩
書
房
　
四
二
Ｉ
頁
－
四
二
六
頁
）

⑤
　
板
垣
直
子
「
円
地
文
子
」
（
『
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
女
流
文
学
』
所
収
　
昭
和
四

　
十
二
年
六
月
五
日
　
桜
楓
社
　
三
一
一
頁
－
三
二
八
頁
）

⑨
　
和
田
芳
恵
「
円
地
文
子
入
門
」
（
日
本
現
代
文
学
全
集
9
6
『
円
地
文
子
・
幸
田
文

　
集
　
増
補
改
訂
版
』
所
収
　
昭
和
五
十
五
年
五
月
二
十
六
日
　
講
談
社
　
四
二
八
頁

円
地
文
子
『
女
坂
』
と
プ
ラ
ン
グ
文
庫

　
－
四
三
〇
頁
）

⑩
　
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
『
学
術
雑
誌
総
合
目
録
　
和
文
編
　
1
9
9
6
年
版
　
Ⅳ
』

　
（
平
成
九
年
三
月
二
十
八
日
　
丸
善
）
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
　
Ｗ
ｅ
ｂ
ｃ
ａ
ｔ
（
ｒ
ぞ
≒
w
ｅ
ｂ
ｃ
ａ
ｔ
　
ｎ
ｉ
ｉ
.

　
ａ
ｃ
.
　
ｊ
ｐ
／
w
ｅ
ｂ
ｃ
ａ
ｔ
.
　
ｈ
ｔ
m
l
）

⑩
　
大
宅
壮
一
文
庫
『
大
宅
壮
一
文
庫
索
引
目
録
　
新
訂
第
２
集
』
（
昭
和
五
十
八
年

　
四
月
▽
日
　
大
宅
壮
一
文
庫
）

⑤
　
国
立
国
会
図
書
館
収
集
部
『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
　
国
内
逐
次
刊
行
物
目
録

　
平
成
９
年
末
現
在
　
中
巻
』
（
平
成
十
年
四
月
二
十
日
　
国
立
国
会
図
書
館
　
一
六

　
九
二
貝
）
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
書
検
索
・
申
込
シ
ス
テ
ム
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
　
:
　
ｙ
ｙ
ｏ
ｐ
ａ
ｃ
.
　
ｎ
ｄ
ｌ
.

　
ｇ
ｏ
.
i
p
ぺ
）

⑩
　
福
島
鋳
朗
『
福
島
鋳
朗
所
蔵
占
領
期
雑
誌
目
録
』
（
平
成
十
七
年
九
月
二
日
　
文

　
生
書
院
　
七
〇
頁
）
元
来
の
収
集
目
的
が
戦
後
雑
誌
の
創
刊
号
の
収
集
で
あ
っ
た
た

　
め
、
所
蔵
に
つ
い
て
は
創
刊
号
が
多
い
傾
向
が
あ
る
が
、
収
集
雑
誌
は
一
万
タ
イ
ト

　
ル
を
超
え
、
そ
の
中
か
ら
占
領
期
及
び
検
閲
期
間
中
を
含
む
二
九
四
五
年
八
月
か
ら

　
▽
几
五
二
年
三
月
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
約
六
千
タ
イ
ト
ル
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

⑩
　
国
立
国
会
図
書
館
受
入
整
理
部
『
全
日
本
出
版
物
総
目
録
（
昭
和
二
十
五
年
版
）
』

　
（
昭
和
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
　
国
立
国
会
図
書
館
管
理
部
　
五
四
四
頁
）
昭
和

　
二
十
五
年
版
に
は
、
昭
和
二
十
五
年
一
月
か
ら
十
二
月
に
出
版
さ
れ
た
も
の
が
収
録

　
さ
れ
て
い
る
。

⑩
　
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
出
版
年
鑑
編
集
部
『
出
版
年
鑑
一
九
五
一
年
版
』
（
昭
和
二
十

　
六
年
四
月
二
十
日
　
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
　
八
一
四
頁
）
▽
几
五
一
年
版
に
は
昭
和
二

　
十
五
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

　
昭
和
二
十
四
年
度
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
収
録
さ
れ
た
同
書
は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。

⑤
　
日
本
文
芸
家
協
会
『
文
芸
年
鑑
　
昭
和
二
十
五
年
度
版
』
（
昭
和
二
十
五
年
六
月

　
十
五
日
　
新
潮
社
）

⑤
　
円
地
氏
の
娘
、
冨
家
素
子
氏
か
ら
の
平
成
十
年
九
月
六
日
付
書
簡

七
五



円
地
文
子
『
女
坂
』
と
プ
ラ
ン
グ
文
庫
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七
六

⑤
　
『
小
説
山
脈
』
第
一
集
（
昭
和
二
十
四
年
四
月
　
東
方
社
）

⑩
　
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
（
読
売
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
で
広
告
検
索
が
で
き
る
。
明
治

　
七
年
の
創
刊
号
か
ら
最
新
号
ま
で
検
索
、
閲
覧
で
き
る
法
人
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー

　
タ
ベ
ー
ス
で
、
明
治
七
年
か
ら
昭
和
六
十
四
年
ま
で
に
つ
い
て
は
紙
面
イ
メ
ー
ジ
を

　
収
録
し
、
広
告
記
事
を
対
象
と
し
た
「
広
告
検
索
」
が
で
き
る
。
こ
の
「
広
告
検

　
索
」
を
利
用
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
『
小
説
山
脈
』
で
検
索
で
き
る
。
国
立
国
会
図
書
館

　
を
け
じ
め
、
大
学
な
ど
の
教
育
機
関
や
都
道
府
県
立
図
書
館
な
ど
で
利
用
で
き
る
と

　
こ
ろ
が
多
い
。

⑩
　
注
⑨
に
同
じ

⑩
　
円
地
文
子
『
女
坂
』
（
角
川
小
説
新
書
　
昭
和
三
十
二
年
四
月
三
十
日
　
再
版

　
角
川
書
店
　
▽
几
一
頁
－
▽
几
二
頁
）

⑥
　
冨
家
素
子
「
『
女
坂
』
異
聞
」
（
『
新
潮
』
第
九
十
二
巻
第
三
号
　
平
成
七
年
三
月

　
新
潮
社
　
二
九
一
頁
－
二
九
九
頁
）

⑩
　
注
⑤
に
同
じ

⑩
　
円
地
文
子
フ
私
の
履
歴
書
〉
終
戦
」
（
「
日
本
経
済
新
聞
」
昭
和
五
十
八
年
六
月

　
九
日
　
2
8
面
）

⑩
　
注
⑩
に
同
じ

⑩
　
注
⑩
に
同
じ

⑩
　
奥
泉
栄
三
郎
「
占
領
下
の
極
右
・
極
左
事
前
検
閲
雑
誌
」
（
『
占
領
軍
検
閲
雑
誌
目

　
録
・
解
題
』
所
収
　
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
十
五
日
　
雄
松
堂
書
店
　
五
一
二
頁
－

　
五
二
五
頁
）
次
の
二
十
八
誌
が
事
前
検
閲
に
と
ど
ま
っ
た
。
『
不
二
（
不
二
出
版

　
社
）
』
、
『
彗
星
（
彗
星
社
）
』
、
『
新
し
い
世
界
（
日
本
共
産
党
出
版
部
）
』
、
『
文
化
評

　
論
（
文
化
評
論
社
）
』
、
『
潮
流
（
潮
流
社
）
』
、
『
調
査
時
報
（
真
理
社
）
』
、
『
中
国
研

　
究
（
日
本
評
論
社
）
』
、
『
中
央
公
論
（
中
央
公
論
社
）
』
、
『
科
学
と
技
術
（
日
本
共
産

　
党
出
版
部
）
』
、
『
人
民
評
論
（
伊
藤
書
店
と
、
『
人
民
戦
線
（
人
民
戦
線
社
）
』
、
『
改

　
造
（
改
造
社
）
』
、
『
民
主
の
友
（
日
本
民
主
主
義
文
化
連
盟
）
』
、
『
大
衆
ク
ラ
ブ
（
日



　
本
共
産
党
出
版
部
）
』
、
『
世
界
の
動
き
（
毎
日
新
聞
社
）
』
、
『
世
界
経
済
評
論
（
総
合

　
ア
メ
リ
カ
研
究
所
と
、
『
世
界
（
岩
波
書
店
）
』
、
『
世
界
評
論
（
ナ
ウ
カ
社
）
』
、
『
真

　
相
（
人
民
社
）
』
、
『
前
衛
（
日
本
共
産
党
出
版
部
と
、
『
自
由
評
論
（
霞
ケ
関
書
房
）
』
、

　
『
民
論
（
民
論
社
）
』
、
『
民
主
朝
鮮
（
朝
鮮
文
化
連
合
）
』
、
『
民
主
評
論
（
民
主
評
論

　
社
と
、
『
世
界
評
論
（
世
界
評
論
社
と
、
『
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
文
化
（
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
文
化

　
社
）
』
、
『
わ
れ
ら
の
世
界
（
彰
考
書
院
）
』
『
私
の
大
学
（
ユ
マ
ニ
テ
社
）
』
。
な
お
、

　
全
て
の
検
閲
は
昭
和
二
十
三
年
七
月
二
十
六
日
に
事
後
検
閲
に
移
行
し
た
。

⑤
　
メ
リ
上
フ
ン
ド
大
学
プ
ラ
ン
グ
文
庫
　
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
w
w
w
.
．
ｌ
ｉ
ｂ
.
　
ｕ
m
d
.
　
ｅ
ｄ
ｕ
／
ｐ
ｒ
ａ
ｎ
ｇ
ｅ
／

　
（
所
蔵
内
容
　
新
聞
一
一
八
、
〇
四
七
タ
イ
ト
ル
、
図
書
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ー
約
七

　
一
、
〇
〇
〇
タ
イ
ト
ル
、
雑
誌
‥
一
三
、
七
九
九
タ
イ
ト
ル
、
報
道
写
真
‥
約
一
〇
、

　
〇
〇
〇
枚
、
ポ
ス
タ
ー
‥
九
〇
枚
、
地
図
‥
約
六
四
〇
枚
　
平
成
二
十
一
年
八
月
十

　
日
参
照
）

⑩
　
奥
泉
栄
三
郎
『
占
領
軍
検
閲
雑
誌
目
録
・
解
題
』
（
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
十
五

　
日
　
雄
松
堂
書
店
）

⑩
　
メ
リ
上
フ
ン
ド
大
学
図
書
館
『
メ
リ
上
フ
ン
ド
大
学
図
書
館
所
蔵
ゴ
ー
ド
ン
・

　
Ｗ
≒
フ
ラ
ン
グ
文
庫
雑
誌
目
録
　
第
２
巻
』
（
Ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
　
Ｒ
ｏ
ｓ
ｓ
　
Ｐ
ｕ
ｂ
.
平
成
十
三
年
）

⑩
　
占
領
期
雑
誌
目
次
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
　
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
:
＾
ｍ
２
０
ｔ
ｈ
ｄ
ｂ
.
i
p
ぺ
（
記
事
レ
コ
ー
ド
総

　
数
‥
一
、
九
六
四
、
九
三
三
件
　
平
成
十
八
年
七
月
三
十
一
日
時
点
）

⑥
　
円
地
文
子
「
紫
陽
花
（
妾
を
買
う
話
ご
（
『
小
説
山
脈
』
第
二
集
　
昭
和
二
十
四

　
年
十
一
月
　
東
方
社
　
三
一
頁
－
三
八
頁
）

⑩
　
注
①
に
同
じ

⑩
　
『
小
説
山
脈
』
第
二
集
（
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
　
東
方
社
）

⑩
　
第
三
集
以
降
の
所
在
は
未
だ
不
明
で
あ
る
（
第
二
集
か
ら
月
刊
に
な
っ
て
い
る
）
。

〔
付
記
〕
　
引
用
に
あ
た
り
、
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
、
旧
仮
名
遣
い
は
そ
の
ま
ま
用

　
　
　
い
た
。円

地
文
子
『
女
坂
』
と
プ
ラ
ン
グ
文
庫
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